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観光シーズン到来

山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
の
３
か

月
間
、
山
梨
県
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
「
週
末
は
山
梨

に
い
ま
す
。」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
大
々
的
な
観
光

宣
伝
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
全
国
に
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
が
放
送
さ
れ
、
メ
デ
ィ

ア
も
積
極
的
に
山
梨
の
旅
を

テ
ー
マ
と
し
た
番
組
を
組
む

予
定
で
す
。

　

県
で
は
「
す
こ
や
か
人
の

週
末
」・「
み
と
れ
人
の
週

末
」・「
ま
な
び
人
の
週
末
」・

「
あ
じ
わ
い
人
の
週
末
」・「
い

や
さ
れ
人
の
週
末
」
と
銘
打
ち
、

県
内
全
て
を
網
羅
す
る
観
光
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
作
る
ほ
か
、
県
内
の

あ
ら
ゆ
る
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
予
定
で
す
。

　

４
～
６
月
に
か
け
て
、
J
R
グ
ル
ー
プ
と
地
方

公
共
団
体
、
地
元
観
光
関
係
事
業
者
が
一
体
と
な

り
「
山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
特
定
の
地
域
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を
対
象
に
、
J
R
グ
ル
ー
プ

の
駅
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
旅
行
雑
誌
な
ど
を
と
お
し
「
週
末
は
山
梨

に
い
ま
す
。」
を
合
言
葉
に
、
全
国
に
山
梨
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

韮
崎
市
で
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
情
報

発
信
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「新府桃の花見会」での写生大会の様子

国の重要文化財「武田八幡宮」

韮崎の魅力を全国発信！
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武
田
氏
の
史
跡
、
自
然
環
境
な
ど

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
韮
崎
市

　

韮
崎
市
は
、「
武
田
八
幡
宮
」・

「
新
府
城
跡
」・「
願
成
寺
」
を
始
め

と
し
た
甲
斐
武
田
家
ゆ
か
り
の
史

跡
や
、「
ブ
ド
ウ
」・「
桃
」・「
リ
ン

ゴ
」・「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
な
ど
果
物

が
豊
富
な
穂
坂
果
実
郷
や
新
府
桃

源
郷
、「
南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
」

を
は
じ
め
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
甘

利
山
」、“
日
本
百
名
山
”
の
著
者

深
田
久
弥
氏
終
焉
の
山
「
茅
ヶ
岳
」

な
ど
の
山
岳
資
源
、
そ
の
他
に
も

「
わ
に
塚
の
桜
」、「
平
和
観
音
」
な

ど
の
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
市
内
の
名
所
・

旧
跡
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
、
行
っ
た
こ
と
の
な

い
名
所
・
旧
跡
な
ど
が
あ
れ

ば
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
っ
か
け
に
、
１
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
何
か

新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

韮
崎
は
絶
好
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

　

韮
崎
市
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
始
ま
る
４
月
に
は
「
新

府
桃
源
郷
の
桃
の
花
」
や
「
わ
に

塚
の
さ
く
ら
」
な
ど
春
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
６
月
に
は
「
甘
利
山
の

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
が
見
頃
と
な
る

な
ど
、
絶
好
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。

 

　

こ
の
機
会
に
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
に
韮
崎
市

を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
、

市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
タ
ク
シ

ー
会
社
で
は
、
観
光
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
期
間
中
の
利
用
者
に

色
々
な
特
典
が
つ
く
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

韮
崎
の
魅
力
を

全
国
に
P
R
す
る
た
め
に

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
中
、
全

国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
い
、「
ま
た
山

梨
に
来
た
い
」、「
ま
た
韮
崎
に
来

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

温
か
い
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

持
ち
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
接

し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
元
の
人
た
ち
し
か
知
ら
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
や
、
お
も
て

な
し
が
訪
れ
た
人
の
心
を
癒
し
、

韮
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
の

思
い
出
と
な
る
は
ず
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

　みなさんから募集した韮崎市の名所を選ぶ「韮崎百選」が選定されました。
この「韮崎百選」を順次、広報で紹介していきます。

　近年、ＣＭや広告ポスターなどで、全国的に有名になってきた「わに塚のさくら」（神山町北宮地、エドヒガ
ンザクラ）。毎年、県内外からたくさんの方が、力強く咲き誇る姿を一目見ようと訪れています。
　山梨県内には「わに塚のさくら」よりも樹齢があり、また美しいさくらも多いなか、なぜ「わに塚のさくら」
は人気があるのでしょうか？　それは、遮るものが何も無い田園のなかに、樹齢３００年余り、根回り３．４ｍ
もの巨大な一本さくらが孤高に立っている姿とともに、借景のコントラストが見事なことではないでしょうか。
特に、八ヶ岳方面に見える残雪の赤岳を背景とした眺めが美しいと、訪れた方からよく聞かれました。
　甲斐武田家の氏神である「武田八幡宮」や、武田信義公が菩提寺とした「願成寺」とならび、今や「わに塚の
さくら」は、韮崎市を代表する観光資源の１つとなりました。あな
たも「わに塚のさくら」を見に出掛けてみませんか？

■わに塚（鰐塚・王仁塚）の由来
　甲斐国志に「芝地１５間に１０間、塚の形神前にかかる鰐口に似
たり。後の人に囚りて名付けたるか。古墳なることを知りぬべし」
とあります。また土地の口碑によれば「日本武尊（やまとたける）
の王子武田王が、諏訪神社の南西、桜の御所で治を行い、薨（こう）
じてこの地に祭られ王仁塚と伝う」と。このほかにも諸説はありま
すが、口伝によるものも多く伝説的な話が多いのも事実です。

“わに塚のさくら”

鳳凰三山「地蔵ケ岳のオベリスク」

甘利山のレンゲツツジ越しに富士を望む

おらが地域の優れモノ！
ま ち

韮崎百選
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　医療費が増大していくなか、現役世代と高齢者
世代の負担を明確にし、公平でわかりやすく、安
心して医療保険を利用できるよう、７５歳以上の
方（６５歳以上で一定の障害のある方を含む）を
対象とした新たな高齢者医療制度「後期高齢者医
療制度」が４月から始まります。

健康な生活を支える医療を目指し

　

高
齢
者
の
健

康
な
生
活
を
支

え
る
医
療
を
目

指
し
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
制

度
」
が
４
月
１

日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
医
療

費
を
安
定
的
に
支
え
る
た
め
に
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
の
方
々
が
負

担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
保
険
料

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
制
度
の
保
険

料
や
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が

３
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す

　

75

歳

以

上

（
一
定
の
障
害

が
あ
る
場
合
に

は
65
歳
以
上
）

の
方
に
３
月
下

旬
頃
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
医
療

を
受
け
る
際
は
、
お
手
元
に
届
い

た
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
中
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
で
、
現
在
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
と

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

の
２
枚
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
75
歳

の
誕
生
日
当
日
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
保
険
証
は
、
郵
便
局
の
配
達
記

　

録
郵
便
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
受

　

け
取
り
の
際
に
印
鑑
が
必
要
と

　

な
り
、
不
在
の
場
合
に
は
、
再

　

配
送
ま
た
は
、
郵
便
局
で
受
け

　

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
不
要
に
な
っ
た
被
保
険
者
証
の

　

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
加
入
し

　

て
い
た
保
険
者
（
市
役
所
、
ま

　

た
は
健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で

受
け
ら
れ
る
給
付
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
に

対
す
る
医
療
給
付

に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保

健
や
国
保
と
同
様

の
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
険
料
や
納
付
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「後期高齢者医療制度」がスタートします
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【図２】　保険料の計算方法

※保険料は２年ごと見直されます。

※保険料の賦課限度額は年５０万円です。

＋＝保険料

均等割額
38,710円

所得割額
（所得－33万円）×　7.28％

◇保険料率が決定しました
　「後期高齢者医療制度」の保険料率は、

【図１】のとおり、おおむね２年間の医療
給付費（医療費から自己負担額を除いた
額）の１割をまかなえるよう算定します。

　また保険料については、
【図２】のとおり、被保険
者が等しく負担する均等
割額と被保険者の所得に
応じて決まる所得割額の
合計額となります。

◇保険料の軽減制度について

■後期高齢者医療制度の保険料
　【平成２０・２１年度の保険料率】

　　　所得割率　     7.28 ％
　　　均等割額　38,710 円

■所得の低い世帯の方
　被保険者本人と、世帯主の前年所得を合
計した額が基準以下の方に対して、【表１】
のとおり均等割額が軽減されます。

※所得の算定で収入が公的年金である場合 
　は、当該年金収入から公的年金控除と高
　齢者特別控除額（１５万円）を控除した
　額が軽減判定用所得となります。

■「後期高齢者医療制度」加入前日まで、社会保険などの被扶養者である方
　「後期高齢者医療制度」に加入する直前まで、社会保険などの被扶養者であ
る方については、「後期高齢者医療制度」の資格を得た日の属する月から２年
間保険料の所得割額負担はなく、均等割額が５割軽減されます。

※平成２０年４月～平成２１年３月までは保険料の負担が凍結されます。こ
　れにより、平成２０年４月～９月までは保険料の負担はなく、平成２０年
　１０月～平成２１年３月については保険料が９割軽減されます。

世帯の総所得金額など 軽減割合 軽減後均等割額

  33 万円 7 割軽減 11,613 円

（33 万円＋ 24.5 万円）
　　　× 世帯の被保険者数
※被保険者である世帯主を除く

5 割軽減 19,355 円

（33 万円＋ 35 万円）
　　　× 世帯の被保険者数

2 割軽減 30,968 円

【表１】　低所得世帯の軽減について

◇保険料の納付方法について
　保険料の納付方法は、

【図３】のとおり受給し
ている年金の額によっ
て、年金から天引きさ
れ る「 特 別 徴 収 」 と、
納付書などで納める「普
通徴収」の２通りとなりますので、ご自身
で確認してみてください。

※特別徴収の場合、保険料は介護保険料が
　天引きされる年金から徴収されます。

受給している年金が年額 18 万
円未満

介護保険料と後期高齢者医療制
度の保険料の合算が年金受給額
の 2分の 1を超える

普通徴収
市から送られてくる納付書によ
り、取扱金融機関で納めます。
納期は、7～ 2月の 8回です。

特別徴収
介護保険料と同じように年金か
ら天引きされます。
年金の支払い月に、保険料を年
6回に分けて天引きされます

いいえ

いいえ

はい
はい

【図３】　保険料の納付方法

【図１】　医療費の財源構成図

窓口自己負担額 保
険
料

公費
（国・県・市町村）

支援金
（国民健康保険、
社会保険など）

1割 4割 5割

医療給付費

医療費

■お問い合わせ
◇市民課国保医療担当（内線１２７～１２９）
◇山梨県後期高齢者医療広域連合
　☎０５５－２３６－５６７１
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安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

保
険
証
が
届
い
た
ら

必
ず
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
み
な
さ

ん
が
使
用
し
て
い

る
保
険
証
は
、
３

月
31
日
を
も
っ
て

有
効
期
限
切
れ
と

な
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
使
用

で
き
る
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
か
ら
は
「
老
人

保
健
制
度
」
が
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
へ
、
ま
た
「
退
職
者
医

療
制
度
」
の
対
象
年
齢
が
65
歳
未

満
に
変
わ
る
な
ど
、
医
療
保
険
制

度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、

次
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

保
険
証
が
届
い
た

際
に
は
、
記
載
事

項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
4
月
1
日
時
点
で
、
75
歳
に
到

　

達
し
て
い
る
方	

　

国
保
の
保
険
証
に
か
わ
り
、
４

月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
地
域
住
民
の
医
療
の

確
保
と
健
康
の
保
持
増
進
、
福
祉
の
向
上
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
は
増
加
す
る
一
方
で
、

負
担
能
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
国
保
の
財
政
運

営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
は
医
療
保
険
制
度

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
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◇
4
月
1
日
以
降
、
平
成
20
年
度

　

内
に
75
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
使
用
す
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
保
険
証
は
後
日
、

別
途
郵
送
さ
れ
ま
す
。		



	

◇
現
在
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

　

対
象
者
で
4
月
1
日
時
点
に
お

　

い
て
65
歳
に
到
達
し
て
い
る
方
、

　

ま
た
は
65
歳
に
到
達
し
て
い
る

　

退
職
者
本
人
の
被
扶
養
者	

　

一
般
の
国
保
の
保
険
証
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。	

◇
現
在
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

　

対
象
者
で
4
月
1
日
以
降
65
歳

　

に
到
達
す
る
方

　

「
退
職
者
医
療
制
度
」（
保
険
証

の
右
上
に
“ 

退 

”
と
表
示
）
の
保

険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

退
職
本
人
の
保
険
証
に
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
の
対
象
期
限
日

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
扶
養
の
方
で
退
職

本
人
の
方
が
先
に
65
歳
に
到
達
す

る
場
合
、
退
職
本
人
と
同
じ
対
象

期
限
日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
期

限
日
以
降
は
一
般
の
保
険
証
と
し

て
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

※
お
手
元
に
保
険
証
が
届
い
た
際
、

　

間
違
い
や
異
動
が
あ
っ
た
と
き

　

に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

　

自
分
で
訂
正
し
た
場
合
、
保
険

　

証
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
の
転
出
や
、
社
会
保
険
に

加
入
し
た
際
は
必
ず
届
出
を

　

市
外
へ
転
出
し
た
り
、
会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
返
還

し
、
脱
退
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
国

保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。	

※
３
月
31
日
現
在
、
社
会
保
険
に

　

加
入
し
、
老
人
保
健
の
該
当
と

　

な
っ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
は
、

　

国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

住
所
が
就
学
地
に
あ
る
学
生
へ
の

保
険
証
交
付
に
つ
い
て

　

在
学
中
で
、

住
所
が
就
学
地

に
あ
る
学
生
の

場
合
、
４
月
１

日
以
降
の
在
学

証
明
書
を
持
参

し
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
卒
業
や
退
学
を
し
た
と
き
に
は
、

　

速
や
か
に
保
険
証
を
返
却
し
て

　

く
だ
さ
い
。

自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に

保
険
税
は
納
期
限
内
納
付
を
！

　

保
険
税
は
み
な
さ
ん
の
医
療
費

に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

保
険
税
は
自
分
の
た
め
、
み
な
さ

ん
の
た
め
に
、
必
ず
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
別
な
事
情
も

な
く
滞
納
が
続
く
と
、
次
の
よ
う

な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、
督
促
が

　

行
わ
れ
ま
す
。

※
納
付
が
遅
れ
る
と
、
延
滞
金
な

　

ど
が
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
速
や
か
な
納
付
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

②
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
有
効

　

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

　

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。	

③
納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ
る

　

と
保
険
証
を
返
却
し
て
も
ら
い
、

　

医
療
費
が
一
旦
全
額
自
己
負
担

　

と
な
る
「
資
格
証
明
書
」
が
交

　

付
さ
れ
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過

　

ぎ
る
と
、
国
保
の
給
付
が
全
部

　

ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
に
な

　

り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
財
産
の
差
し
押
さ

　

え
な
ど
の
滞
納
処
分
が
行
わ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

　

困
難
な
と
き
は
早
め
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
は
、

保
険
税
の
納
付
が
、
原
則
、
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
。

◇
国
保
加
入
者
が
65
歳
以
上
の
み

　

の
世
帯

◇
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円
以

　

上
の
世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し

　

て
い
な
い
世
帯
主
を
除
く
）

◇
国
保
の
保
険
税
と
介
護
保
険
料

　

を
合
算
し
た
額
が
、
年
金
給
付

　

額
の
半
分
未
満
の
方

※
条
件
に
該
当
し
な
い
方
は
、
納

　

付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

　

る
納
付
と
な
り
ま
す
。 

※
特
別
徴
収
対
象
者
に
は
４
月
中

　

旬
ま
で
に
、「
国
民
健
康
保
険
税

　

特
別
徴
収
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
」

　

を
送
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

　４月より、「韮崎市子ども医療費助成制度」・「ひ
とり親家庭医療費助成制度」・「重度心身障害者
医療費助成制度」において、原則、医療機関で
の窓口負担が無料化されます。
　ただし、国保組合加入者（一部を除く）など、
窓口無料化が適用できない場合や、高額療養費
の対象となる場合などがあるため、新制度では
対象者が加入している医療保険（保険証）の加
入状況について、随時申告していただく必要が
あります。既に、申告が必要な方には確認書類
を送付しましたが、書類提出後も加入医療保険
などに変更があった際には届出
をお願いします。
　詳細は、広報や市ホームペー
ジなどでお知らせします。

■お問い合わせ
　市民課国保医療担当（内線１２７～１２９）

子ども・ひとり親家庭・重度心身障害者医療費
窓口無料化に！

○


